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2025年3月期第3四半期
【第13期】

決算説明資料

アストマックス株式会社

（東証スタンダード：7162）

2025年2月3日

●当資料は特定の商品の勧誘及び販売を目的として作成されたものではありません。

●当資料は、アストマックス株式会社が信頼性が高いとみなす情報等に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性等について保証するものではありません。

 また、当資料に示すデータ･意見は当資料作成日のアストマックス株式会社の実績・見解を示すものですが、当資料により被った損害を補償するものではありません。

●当資料における運用実績は過去のものであり、将来の運用結果を保証するものではありません。

●当資料は目的にかかわらず、アストマックス株式会社の許可なく複製及び複写することを禁じます｡
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4月：剰余金の配当1株当たり7円00銭決議

太陽光発電所（栃木県大田原市）完成

7月：熊谷組とアストマックスでPPA事業を開始①

9月：電力小売事業向け、コミットメントライン契約更新（20億円 30億円に拡大）②

 ：ポート株式会社と業務提携契約締結③

12月：ポート株式会社提携専用電気料金プランの提供開始

 系統用蓄電池の１案件を譲渡し、151百万円の営業外収益計上

① ② ③

グループ全体 再生可能エネルギー関連事業 小売事業

2025年3月期第3四半期トピック
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連結損益計算書   2025年3月期第3四半期

3

単位：百万円

【第12期】

2024年3月期

第3四半期

【第13期】

2025年3月期

第3四半期

対前年

同期間比

対前年

同期間比
（％）

営業収益 10,887 15,056 4,168 38.3

営業費用 10,510 14,698 4,188 39.8

営業利益 377 357 △ 19 △ 5.2

営業外収益 31 155 123 390.0

営業外費用 169 113 △ 56 △ 33.0

経常利益 238 398 159 67.0

特別利益 18 21 2 13.3

特別損失 18 - △ 18 △ 100

税金等調整前
四半期純利益 238 419 181 75.8

法人税等合計 45 65 19 43.0

非支配持分 △8 4 13 -

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
201 349 148 73.6

①冬場の電力需要増やヘッジニーズの高まり等を受け
取引量や電力販売増加

②当社グループが所有する太陽光発電所の発電良好

・電力取引関連事業（+3,321）※１
・再生可能エネルギー関連事業（△190）
・小売事業（+962）
・ディーリング事業（+67）
・アセット・マネジメント事業（+6）

・電力仕入の増加（+4,091）
・支払手数料の増加（+20）
・人件費及び物価上昇による各種サービスの利用料等
増加

※ １ 当第3四半期の営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による影響については、P４を参照ください

レビュー

投資有価証券売却益の増加（+151）
系統用蓄電池の１案件をエリア分散の観点から
12月に譲渡し、151百万円の営業外収益を計上

前年度は系統用蓄電池事業に係るアレンジメント業務
による収益289百万円は営業収益に計上
今年度は以下のとおり、営業外収益に計上したため
営業利益は減少
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ヘッジ取引に係る損益がヘッジ対象取引と同一期間に
認識されないことによる影響についての詳細説明

期間損益としては、
合計37百万円
押し上げられている
格好に

営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による影響

+35

2024年3月期
期末押し下げ要因

左記の内、
・ヘッジ対象取引損益：当3Q 
・ヘッジ取引損益 ：前期
による影響

新たに発生した、
・ヘッジ対象取引損益：4Q以降
・ヘッジ取引損益：当3Q
による影響

当第3四半期連結累計期間末を越えて受渡しが行われる電力現物先渡取引は時価評価の対象ではありませんが、
当該取引をヘッジする目的で行う電力先物取引はデリバティブ取引として時価評価の対象となります。

電力先物取引のうち、一部取引所では取引所の規定によって３か月以上の期間のポジションは期末が近付いた段階で決済され、より短い期
間の新たなポジションに分割されます。これに伴う決済利益6百万円（純額①-1）と、当第3四半期連結累計期間末を越えて限月を迎える
電力先物取引の時価評価損4百万円（純額①-2）は、当第3四半期連結累計期間末を越えて受渡しが行われる電力現物先渡取引と
同一の会計期間に認識されないため、当第3四半期連結累計期間の営業収益を押し上げ、電力取引関連事業のセグメント利益を増加さ
せる要因となっております。
一方、同様の理由で、当第3四半期連結累計期間に受渡しが行われる電力現物先渡取引をヘッジする目的で行われた電力先物取引に

係る前連結会計年度に認識された決済損失10百万円（純額②-1）及び時価評価損24百万円（純額②-2）は当第3四半期連結累
計期間の営業収益を押し上げ、電力取引関連事業のセグメント利益を増加させる要因となっております。
①と②を総合すると、結果として当第3四半期連結累計期間の営業収益とセグメント利益はそれぞれ

合計37百万円（37＝12+42+6△4）押し上げられております。

②-1、② -2

（+10+24） （+6△4）

2025年3月期第3Q

△35 +37

①-1、① -2

+2
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①

【第12期】

2024年3月期

第3四半期

②

押下げ

要因

③

①に②を

加算した場合
単位：百万円

④

【第13期】

2025年3月期

第3四半期

⑤

押上げ

要因

⑥

④に⑤を

減算した場合

⑦

⑥-③

10,887 24 10,912 営業収益 15,056 △37 15,018 4,106

10,510 営業費用 14,698

377 24 401 営業利益 357 △37 319 △ 82

31 営業外収益 155

169 営業外費用 113

238 24 263 経常利益 398 △37 360 97

18 特別利益 21

18 特別損失 0

238 24 263
税金等調整前
四半期純利益

419 △37 382 118

45 法人税等合計 65

△ 8 非支配持分 4

201 24 226
親会社株主に帰属
する四半期純利益

349 △37 311 86

104 24 129
電力取引関連事業

のセグメント損益
150 △37 112 △ 18

押し上げ、押し下げ要因を考慮した前年同期間比較

営業収益がP４のとおり37百万円押し上げられている点を考慮

（当該金額を減算）すると、其々37百万円下方修正される。

5

前年同期間は営業収益が24百万円押し下げられていた点を考慮

（当該金額を加算）すると、其々24百万円上方修正される。
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押し上げ、押し下げ要因を考慮した第3Qの推移
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（百万円）セグメント別営業収益・セグメント別営業利益
押し上げ要因37百万円を減算 合計：15,018百万円

押上要因
+37含む
P4参照

●セグメント別営業収益 合計：15,056百万円

押し上げ要因37百万円を減算  合計：360百万円●セグメント別営業利益 合計：398百万円

押上要因+37
含むP4参照
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セグメント別営業収益・セグメント別営業利益 （百万円）

単位：百万円

【第12期】

2024年3月期

第3四半期

【第13期】

2025年3月期

第3四半期

対前年

同期間比

対前年

同期間比
（％）

①再生可能エネルギー関連事業
営業収益 728 559 △169 △23.3

セグメント損益 148 133 △15 △10.4

②電力取引関連事業
営業収益 5,797 9,064 3,267 56.4

セグメント損益 104 150 45 43.0

③小売事業（電力・ガス）
営業収益 4,192 5,154 962 23.0

セグメント損益 78 116 38 48.6

④アセット・マネジメント事業
営業収益 139 146 6 5.0

セグメント損益 △4 27 32 －

⑤ディーリング事業
営業収益 258 325 67 26.1

セグメント損益 △8 82 91 －

⑥調整額※
営業収益 △228 △194 33 －

セグメント損益 △79 △111 △31 －

連結財務諸表計上額
営業収益 10,887 15,056 4,168 38.3

セグメント損益 238 398 159 67.0

５事業セグメント利益（前年同期間は３事業がセグメント利益）

※ 調整額は、連結会社間の内部取引等を表しています。
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• 総括
– トピック

– 業績

• セグメント別事業報告他
– 再生可能エネルギー関連

– 電力取引関連

– 小売（電力・ガス）

– アセット・マネジメント

– ディーリング

• 参考資料
– 配当方針と1株当たりの配当金の

推移

– 連結貸借対照表

– 経営指標 ほか

：P 2～8

：P9~17
– 再生可能エネルギー関連

– 電力取引関連

– 小売（電力・ガス）

– アセット・マネジメント

– ディーリング

：P18~24

9
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1.再生可能エネルギー関連事業（1/3） 
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営業収益および営業費用変動理由：
(1)当社グループが所有する太陽光発電所の発電が良好

・2.1MWの太陽光発電所が4月末に完工、稼働開始
・経済的出力抑制の精算（売電収入の減少）前年同期間比減少

(2)ケーブル盗難：2024年2月に発生し復旧工事は8月上旬に完了、
休業補償は１月入金のため、３Q末時点未計上。

(3)系統用蓄電池案件の１件をエリア分散の観点から12月に譲渡し、
151百万円の営業外収益（投資有価証券売却益）を計上済

(4)前年度は系統用蓄電池事業開始に伴うアレンジメントフィーとして
営業収益289百万円と営業外費用60百万円を計上
今期は(4)がなく(3)となったため、売電収入は増加したものの、減収減益

系統用蓄電池事業：
新川：2023年度に着工、2025年秋運転開始予定
他具体的な事業化を複数件検討中

単位：百万円 2024/3
第3Q

2025/3
第3Q

増減

営業収益 728 559 △169

営業費用 528 555 +27

内、減価償却費 157 184 +26

①セグメント損益 148 133 △15

②特別損益 0 0 0

③＝①+② 148 133 △15

EBITDA 357 187 △170

（百万円）

（百万円）

レビュー

2025/3 会計期間別： 単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

営業収益 193 202 163 559

セグメント損益 4 13 115 133

3Q迄の
実績

3Q迄の
実績

上記、セグメント利益又は損失は連結財務諸表の経常利益又は経常損失と調整を行っており、連結会社間の
内部取引消去等の調整額が含まれているため、合計金額と連結営業収益及び連結経常利益とは合致しません。
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1.再生可能エネルギー関連事業（個別発電所の状況）（2/3） 
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太陽光発電所一覧
FIT価格
（円）

発電容量
（MW)

売電収入
A

費用
B A-B

減価償却費 損益 前年同期間比

①八戸八太郎山ソーラーパーク 40円 1.3 50.9 13.1 37.8 16.1 21.6 0.0

②あくとソーラーパーク 40円 1.2 28.3 13.8 14.5 15.8 △ 1.3 △ 18.1

③くまもとんソーラープロジェクト 40円 8.1 257.9 114.0 143.9 94.6 49.2 +21.2

④石岡ソーラーパークEast 24円 0.3 6.8 1.2 5.5 3.2 2.3 △ 0.3

⑤大田原亀久太陽光発電所 32円 2.1 59.5 10.3 49.1 29.1 20.0 +20.0

合計 - - - - - - 92.0 +22.6

●当社グループ所有の発電所の損益（2024年4月～2024年12月）                                          単位：百万円
 所有発電所の損益の合計92.0百万円、前年同期間比+22.6百万円

※１ 費用は減価償却費以外の発電所運営にかかる全ての費用（借入コスト含む） ※２ 保有目的の発電所を記載

②あくとソーラーパーク：2024年2月に発生したケーブルの一部切断被害により、8月上旬まで半分程度の発電能力で売電。発電停止期間の休
業補償は2025年1月に入金され第3四半期末未計上のため、PLは前年同期間比△18.1百万円。第4四半期に計上確定。
③くまもとんソーラープロジェクト：2024年2～10月分のオンライン代理制御（経済的出力制御）の精算（電力販売のマイナス調整負担）は
前年同期間比△25百万円、PLは前年同期間比+21.2百万円。
⑤大田原亀久太陽光発電所：2024年4月完成、4月30日午後より売電開始

●発電所別損益（単位：百万円）

⑤大田原亀久太陽光発電所

休業補償
含まず
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４号調査井の自噴の様子

1.再生可能エネルギー関連事業（地熱発電）（3/3） 
■ 地熱発電（宮崎県えびの市）
   ＜これまでの経緯＞ 2015年  2月：地表調査を完了
    2017年  3月：１号調査井の掘削完了

 2017年12月：２号調査井の掘削完了
    2018年 ２月：１号調査井の仮噴気試験実施⇒自噴を確認
    2018年 ４月：２号調査井の仮噴気試験実施⇒地熱発電可能な熱水の存在を確認

 2018年 ９月：３号調査井の掘削完了
   2019年 １月：３号調査井の仮噴気試験実施⇒自噴を確認
  2019年 ７月：４号調査井の掘削に着手、電源接続案件募集プロセス(２MW分)完了

    2020年 ３月：４号調査井の仮噴気試験実施⇒自噴を確認
  2020年 ３月：大和エナジー・インフラ株式会社と匿名組合契約を締結

 2021年 ３月：JFEエンジニアリング株式会社と匿名組合契約を締結 第1回匿名組合出資を受けた 
  2022年 ４月：JFEエンジニアリング株式会社より第２回匿名組合出資を受けた 
  2023年 ４月：規模拡大分についてローカル系統のノンファーム型接続の受付開始
  2023年 ９月：規模拡大分の配電系統が一括検討プロセス対象エリアに指定

        2024年 10月：規模拡大分（2.4MW）の連系が承諾された

12

＜発電所の事業規模＞２MW 4.99MW（送電容量は4.4MW）
＜経緯＞
①1～3号調査井の調査結果から、計画規模を拡大する前提で4号調査井を掘削。その後4号井
の仮噴気試験結果も含めた総合解析をし、4.8MWの発電所建設に向けた検討を進めることとした。
②当初計画の2MW分は、2019年度に九州電力送配電株式会社より2026年度工事完了予定
として連系承諾を得ていたが、計画規模拡大後の追加容量については、度重なる制度改正等により
手続きが非常に長期化し、2024年10月に連系の承諾が得られた。
③連系時期の不確実性や物価上昇等による建設コストの増加に伴い、並行して送電容量の拡大
等見直しを行なった結果、発電容量は５MW未満のままとする一方、送電容量を0.4MW拡大し、
合計4.4MWの送電計画に変更。
④今般、追加容量を含めた全4.4MWの連系契約完了したため、許認可手続き及び発電設備の工
事契約等の準備に着手。運転開始時期は、度重なる制度改正や工事契約の納期等の長期化によ
り、当初予定より１年延長して2027年度を想定。
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上記、セグメント利益又は損失は連結財務諸表の経常利益又は経常損失と調整を行っており、連結会社間の
内部取引消去等の調整額が含まれているため、合計金額と連結営業収益及び連結経常利益とは合致しません。

2.電力取引関連事業 

13

季節変動等による影響は受けつつも、冬場の電力需要に対する
ヘッジニーズの高まりなどを受け、取引量が増加したこと等により、
営業収益、セグメント利益は共に前年同期間比増加。
一方、第3四半期会計期間においては取引は堅調であったもの
の相対的にマージン率の低い取引の割合の増加に加えて
一時的なヘッジコストの増加等によりセグメント損失となった。

単位：百万円 2024/3
第3Q

2025/3
第3Q

増減

営業収益 5,797 9,064 +3,267

営業費用 5,691 8,913 +3,221

セグメント損益 104 150 +45

新電力への切替件
数（万件、ネット）

1,835 ※1,877 +41
出典：電力・ガス取引監視等委員会 ※2024年10月末現在

（百万円）

②のレビュー

①2025/3 会計期間別： 単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

営業収益 1,696 4,272 3,095 9,064

セグメント損益 205 34 △90 150

（百万円）

押し上げ
要因+37

を含むP4参照

②①に押上げ押下げ要因を反映(P4参照)     単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

調整 △131 +40 +53 △37

営業収益 1,564 4,312 3,148 9,026

セグメント損益 73 75 △36 112

3Q迄の
実績

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

年度別電力販売実績

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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3.小売事業（電力・ガス）（1/2）  

14

単位：百万円 2024/3
第3Q

2025/3
第3Q

増減

営業収益 4,192 5,154 +962

営業費用 4,055 4,979 +924

セグメント損益 78 116 +38

（百万円）

レビュー
①特別高圧・高圧の顧客数（請求単位）
555件（2024年12月末）← 561件（2024年９月末）
大口顧客との取引が増加し電力販売実績は前年同期間比増

②総コミット金額30億円のコミットメントライン契約を９月に締結
特別高圧・高圧の顧客への供給量増加に対応し、電力仕入に係る資金を安
定的かつ機動的に調達することを目的に、都市銀行４行含む８金融機関に
よる総枠30億円のコミットメント契約。現在より10億円増額となり、資金調達
費用27百万円を一時費用計上。

③低圧の販売強化策
８月よりキャッシュバックキャンペーン再開。
９月にポート株式会社と業務提携契約を締結。

12月にポート専用の新電気料金プランをリリースし、販売強化。

①に加え、酷暑による電力使用量増加もあり営業収益、
セグメント利益共に前年同期間比増加

上記、セグメント利益又は損失は連結財務諸表の経常利益又は経常損失と調整を行っており、連結会社間の
内部取引消去等の調整額が含まれているため、合計金額と連結営業収益及び連結経常利益とは合致しません。

2025/3 会計期間別： 単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

営業収益 1,426 2,075 1,652 5,154

セグメント損益 24 52 38 116

3Q迄の
実績

※2024年11～12月は概算値
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電力小売：月別電力販売実績(千kWh)
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3.小売事業（電力・ガス）（2/2） サービスの概要 

15

ご自宅の電気の使用状況や発電状況、気温、湿度、時間帯毎の電力価格などの情報を総合して、
住宅機器や家電の最適な制御を自動で行なえる画期的なエネルギーマネジメント・ツール

フリープラン３つのメリット
1. 節電せずに節約効果
2. 市場価格が安いと電気代も安い
3. 固定料金を組み合わせることで安心

●LS Hub E + アストHEMSアプリ

●電力プラン「フリープラン」：特別高圧、高圧、低圧向けに展開

2024年4月の特別高圧・高圧のみを対象とした
電力販売量ランキングで第46位
（資源エネルギー庁電力調査統計より集計、みなし小売電気事業者を除く）
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4.アセット・マネジメント事業

上記、セグメント利益又は損失は連結財務諸表の経常利益又は経常損失と調整を行っており、連結会社間の内部取引消去等の調整額が含まれているため、
合計金額と連結営業収益及び連結経常利益とは合致しません。

16

①アストマックス・アセット・マネジメント株式会社が営業者として運用しているファンドの運用資産は

 前年同期間比増加しており、営業収益に計上する運用報酬額も前年同期間比増加。

 当第3四半期連結累計期間には新たな大学発ベンチャーキャピタルファンドの支援も開始。

2024年１月以降は、安定した利益を確保できる体制となっており、当第3四半期連結累計期間

も少額ながらセグメント黒字を確保。

単位：百万円 2024/3
第3Q

2025/3
第3Q

増減

営業収益 139 146 +6

セグメント損益 △4 27 +32

（百万円）

レビュー

2025/3 会計期間別： 単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

営業収益 47 48 50 146

セグメント損益 7 8 10 27

3Q迄の
実績
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上記、セグメント利益又は損失は連結財務諸表の経常利益又は経常損失と調整を行っており、連結会社間の内部取引消去等の調整額が含まれているため、
合計金額と連結営業収益及び連結経常利益とは合致しません。

5.ディーリング事業

①原油需要伸び悩みへの警戒感、中東情勢などの地政学リスク等を受け、WTI原油は70ドル前後の一進一退で推移。

NY金市場の価格は、10月に最高値を更新するなど、引き続き高い水準で推移。

②金や白金を中心に国内外取引所の値差が変動したこと等が、第１四半期連結会計期間での収益計上に貢献し、

累計ではセグメント利益となっている。一方、第3四半期会計期間では想定外の値動きがあり、セグメント損失となった。

③東京商品取引所と大阪取引所の旧東京商品取引所銘柄を合算した日次平均出来高は前年同期間比1.1万枚増、

 総取組高は5.5万枚減。

17

単位：百万円 2024/3
第3Q

2025/3
第3Q

増減

営業収益 258 325 +67

セグメント損益 △8 82 +91

取引所総取組高（万枚）※ 28.6 23.1 △5.5

日次平均出来高（万枚）※ 6.9 8.0 +1.1

※出典：東京商品取引所・大阪取引所の旧東京商品取引所銘柄合算値を計算して算出

（百万円）

レビュー

2025/3 会計期間別： 単位：百万円

１Q ２Q ３Q ４Q 合計

営業収益 215 108 1 325

セグメント損益 123 15 △55 82

3Q迄の
実績
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2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期※ 2024年3月期※

1株当たり配当金と配当性向 ※は押し上げ、押し下げの補正後

配当性向右軸（％） ※配当性向右軸（％） 1株当たり配当金左軸（円）19

配当方針と1株当たりの配当金の推移

当社の配当方針：配当性向30％（但し、電力ヘッジ取引等による影響額を考慮する）を目途とする
年1回の期末配当を安定して行うこと

電力価格をヘッジするための先物取引の増加や電力価格の変動率の高まり等を背景に、翌連結会計年度以降の電力現物先渡取引をヘッ
ジするための電力先物取引の損益が、親会社株主に帰属する当期純損益に与える影響が大きい状況となっております。（P４参照）
このため、2023年3月期より、これらの取引の実情を考慮し、より安定的な配当を実施することを目的として、
ヘッジ目的で行われる電力先物取引等による損益影響額を加味した親会社株主に帰属する当期純利益を基準とし、
その30％を目途とした剰余金の配当を分配可能額の範囲内で行うことといたしました。（注）

当該方針に従い、 2024年3月期の期末配当は、1株当たり７円00銭

445百万円（親会社株主に帰属する当期純利益）-198百万円（電力先物取引にかかる押し上げ要因）

+12百万円（ディーリング事業の期末が異なることによる一時的な評価損）＝258百万円×34.6％（実質配当性向）

①
1株当たり配当金
（円）

②
親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円）

③
②に押し上げ押し下
げ調整後(百万円）

④
②での配当性向
(会計上）(%)

⑤
③での配当性向
（実質）(%)

2020年3月期 6 243 同左 31.4 同左

2021年3月期 3 121 同左 31.7 同左

2022年3月期 3 127 同左 30.3 同左

2023年3月期※ 7 △357 303 - 29.7

2024年3月期※ 7 445 258 20.2 34.6

↓ （注）
電力ヘッジ取引等に
よる影響額を考慮し
て配当金を計算
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連結貸借対照表： 2025年3月期第3四半期

単位：百万円

【第12期】

2024年

3月期

【第13期】

2025年

3月期第3Q 

対

前年度末比

対

前年度末比
（％）

流動資産 7,783 9,436 1,652 21.2

固定資産等 6,510 6,276 △ 234 △ 3.6

資産合計 14,293 15,712 1,418 9.9

流動負債 4,395 5,226 830 18.9

固定負債 3,929 4,260 331 8.4

負債合計 8,325 9,486 1,161 14.0

株主資本 5,425 5,700 274 5.1

純資産 5,968 6,225 257 4.3

総資産 14,293 15,712 1,418 9.9

20

株主配当  △86百万円
四半期純利益 +349百万円

営業未払金 +549百万円
短期社債      +700百万円

現金及び預金 +773百万円
営業未収入金 +625百万円

機械及び装置の純額+474百万円
建設仮勘定 △374百万円
投資有価証券  △350百万円

※ 2025年3月期第3四半期の注記については、P4～6をご参照ください。

長期借入金     +349百万円
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経営指標等：              連結

単位：百万円
【第10期】
2022年

3月期

【第11期】
2023年
3月期※

【第12期】
2024年
3月期

①

【第13期】
2025年

3月期第3Q※

②

増減

②-①

主
要
B
S
項
目

総資産 13,121 12,942 14,293 15,712 1,418

純資産 6,170 5,763 5,968 6,225 257

自己資本 5,601 5,201 5,426 5,701 274

純有利子負債 922 465 628 328 △ 300

現預金 2,648 2,934 3,667 4,440 773

有利子負債 3,570 3,400 4,296 4,769 473

EBITDA 645 △520 852 695 △ 156

財
務
健
全
性
指
標

自己資本比率（％） 42.7 40.2 38.0 36.3 △ 1.7

純資産比率（％） 47.0 44.5 41.8 39.6 △ 2.1

Net D/Eレシオ 0.2 0.1 0.1 0.1 △ 0.1

Net Debt/ EBITDA 1.4 △0.9 0.7 0.5 △ 0.3

※ 2025年3月期第3四半期の注記については、P4～6をご参照ください。

3Q迄の
実績
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株価の推移

（※）当社は2012年10月1日付で株式移転により設立し、旧アストマックス株式会社株式１株に対し当社株を100株を割り当て交付し、単元株数を100株に変更した為
2012年3月期以前の株価及び出来高は現在の基準に調整しております。
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アストマックス株式会社

設立：2012年10月 資本金：2,013百万円

東証スタンダード 7162

当社グループ概要

100％（持株比率）

株式会社八戸八太郎山ソーラーパークSouth

合同会社あくとソーラーパーク

匿
名
組
合
出
資

アセット・マネジメント事業

再生可能エネルギー関連事業
電力取引関連事業
小売事業
ディーリング事業

2024年12月31日現在

くまもとんソーラープロジェクト株式会社

アストマックス・

ファンド・マネジメント株式会社

間接保有

LPS出資 九州再生可能エネルギー投資事業有限責任組合

23

アストマックスえびの地熱株式会社

アストマックス・エネルギー株式会社

合同会社GreenPower

合同会社新川

持分法適用関連会社

合同会社ACE
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アストマックス株式会社

本資料に記載されております将来に関する記載につきましては、
本資料作成時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、
確約や保証を与えるものではなく、不確実性が含まれておりますので、
予めご了承ください。
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